
〇基礎情報

１　施策指標と実績 評価の見方
Ｓ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果があがった
Ａ 事業の指標は達成できなかったが、成果はあがった
Ｂ 事業の指標を概ね（80%）達成し、成果は今後見込める
Ｃ 事業の指標は達成できなかったが、成果は今後見込める
Ｄ 事業の指標を概ね達成したが、成果は見込めない
Ｅ 事業の指標を達成できず、成果も見込めない
Ｚ 未着手事業
実績なし 事業実施の体制は整えていたが、実績がなかった

２　事業実績（平成27年度）

協議会の開催回数

青少年関連事業の
進行管理、実績検証
時期

広域
連携

青少年対策基本方針に基づく事業
計画作成のため

青少年の指導、育成、保護及び矯正
に関する総合的施策の樹立のため

社会環境浄化の推進のため

子どもの安全を守るため、青少年育
成団体の支援をするため

417

417

遊び体験教室の開
催

0.23自治事務 ●
地域活動におけるインリーダーの養
成を図るため

一般 Ｓ7 平成27年7月 平成27年9月（41人）
教室の開催時期
(参加者数)

365

365
平成28年1月（367人）

年間2回
（110人）

青少年育成のつどい
開催時期
（参加者数）

研修実施回数
(参加者数)

平成27年12月

年間3回 Ｓ
45

15
5

青少年育成指導者
研修

0.19青少年指導者の養成のため 自治事務

6
青少年育成のつどい
の開催

0.19 一般

一般

青少年健全育成の重要性を広く市
民に周知するため

自治事務 ●

自治事務

自治事務 19地区

年間12回

19地区

年間12回

愛のパトロール実施
地区数

4
青少年指導員活動
支援

0.40 一般

一般3
青少年をとりまく環
境調査及び浄化活
動

0.19

Ｓ

1
茅ヶ崎市青少年対策
基本方針の進行管
理

0.11自治事務

自治事務
青少年問題協議会
の開催

0.23

一般 Ｓ
0

0

青少年会館の利用者数 154,063人 178,000人 158,288人

383

330
2

31,000人 25,046人 26,225人 29,475人

一般

H27決算

（千円）

33,618人

小学校ふれあいプラザ開設校数 17校 19校 18校 18校 18校 18校

22,688人

行政
改革

No. 事務事業名
事務事業の目的・目指すべき成果

事務区分 業務
計画

27年度

施策目標 6
思いやりの心とたくましく生きぬく力
を育てる

後藤　淳一郎
10

小学校ふれあいプラザ利用者数

非常勤嘱託職員数 総時間 一人あたりの月平均

施策指標名
第2次実施計画

の現状値
目標値

（27年度）
実績値

24年度 25年度 26年度

Ｓ

事務事業評価表

課名 青少年課 作成責任者 常勤 その他 時間外勤務時間
再任用短時間職員数 臨時職員数

Ｓ
3,462

3,646

Ｓ
0

0
有害図書の回収

18

平成27年7月 平成27年7月

3

H27実績値 評価

年間2回年間2回

6 4

職員数 再任用フルタイム職員数

140,887人 162,184人 149,058人

2,159

業棚
選定

何を・誰を（対象）
どうする（生まれる成果）

実績
従事
者数

会計
区分

H27予算

事務事業の指標名 H27目標値



子ども会交流事業開
催時期(参加者数＋
協力者数）

ジュニアリーダー養
成講座開催数(参加
者数)

自治事務

子どもの家利用者数

安全な管理

自治事務

14,786

20,328

19,720

2,089

2,442

一般

151

38,912人32,640人
子どもの家の管理業
務委託

0.17
小学生や児童が安心して、遊ぶこと
のできる居場所づくりのため

一般自治事務21

Ｂ
6,290

3,903
通年

38,912人

通年

32,640人
359

子どもの家利用者数 Ｓ
343

Ｓ

19
青少年広場の運営
管理

0.98
青少年広場の利用の促進及び安全
管理のため

●

年間33,618人

年間14回
（1,478人）

20
子どもの家の運営管
理

0.16 一般

一般

子どもの家の利用促進のため

放課後の小学校施設を子どもたちの
遊び場として開放する。

青少年の育成と多様な居場所づくり
のため、市民の森を実施場所とし
て、冒険遊び場の開設及び運営す
る。

●

●

自治事務

自治事務

Ｓ
400

400
17 冒険遊び場事業 0.13 年間12回

4,981

4,853

●

18
小学校ふれあいプラ
ザ事業

0.66 一般

一般

5,000件/月

宇宙教室飛行士展
示コーナー入場者数

小・中学校に係るイ
ンターネット上の検索
件数

Ｓ
17,967

年間31,000人

冒険遊び場事業開
設数(参加者数)

小学校ふれあいプラ
ザ利用者数

15
インターネット有害情
報監視事業

1.16●
インターネットを介したいじめや犯罪
から子どもたちを守る。

自治事務

16
茅ヶ崎ゆかりの宇宙
飛行士関連事業

0.51 一般

一般

次代を担う子どもたちに夢と希望を
与えるため、茅ヶ崎ゆかりの宇宙飛
行士関連展示コーナーを開設する。

●自治事務

19学区（通年）

19学区

子どもの安全活動に
係る支援学区数

19小学校区の開催

Ａ

Ｓ

Ｓ

9.31人／日

7,683件／月

25人／日

子どもの安全を守るため、青少年育
成団体等と啓発活動を行う。

自治事務

19学区

19学区

自治事務 ●

1,520
Ｓ13 子ども大会の実施 0.21

子ども会会員間の交流と親睦を図る
ため 1,504

64．8%
（1,414人）

1,515

1,369
14

子どもの安全を守る
都市の推進

0.27 一般

新成人を祝福するとともに、成人とし
ての自覚を促すため

自治事務

自治事務 ●
1,388

子ども会育成事業 0.25子ども会組織の育成のため

12 成人のつどい事業 0.32 一般

一般 Ｓ11

Ａ ●
1,469

平成27年8月（245人）

75%

平成27年8月

新成人出席率
(出席者数)

85

45

施設導入に緒条件の整備

年間4回

施設導入に係る諸条件の整
理

年間6回（28人）

Ａ
0

0

野外研修施設の整
備

Ｓ
112

9
野外研修施設の検
討・整備

0.03
青少年の健全育成を図るための野
外研修施設を検討するため

自治事務

10
ジュニアリーダー養
成講座の開催

0.28 一般

一般

ジュニアリーダーの養成、資質向上
を図るため

自治事務

地域活動におけるリーダーの養成を
図るため

自治事務 ●
1,008

8
自然体験教室の開
催

0.28 一般 Ｂ ●
1,252

2回 2回（120人）
教室の開催回数
(参加者数)



複合施設整備

事業数
(参加者数)

事業数
(参加者数)

出勤日数、管理日数、
調律の回数、光熱水
費、通信運搬費、使用
料等の支払期限、開館
日数

清掃日数・点検回
数・警備日数

事業数
(参加者数)

出勤日数、管理日数、
調律の回数、光熱水
費、通信運搬費、使用
料等の支払期限、開館
日数

清掃日数、点検回
数、警備日数

青少年関連施設の
整備

-

青少年指導員連絡
協議会及び市子ども
会連絡協議会の理
事会開催数

自治事務

自治事務

自治事務

0

112

120

2,969

2,830

合計 20.39
176,914
163,357

-

-

-

-

-
0

-32 災害応急対策活動 0.67

本市域に、地震動・津波等伴諸現象によ
る同時多発的災害が発生した場合に、被
害を軽減し、応急対策活動を迅速的確に
対処する。

自治事務
0

0

33 庁内共通事務 0.82 一般

一般

- 自治事務

基本設計・実施設計基本設計・実施設計

-

Ｓ
73,547

69,325
31

海岸青少年会館・福
祉会館外複合施設
再整備事業（海岸青
少年会館の整備）

0.79●

「海岸青少年会館・福祉会館複合施
設再整備基本計画」に基づき、（仮
称）茅ヶ崎公園体験学習施設を整備
する

一般自治事務

青少年の活動発表の場や交流活動
の場づくりをする

社会性・自律性・協調性を養うため
多様な体験学習の場を提供し青少
年の育成を支援する

自治事務

自治事務

●

30
はまかぜコンサート・
海青祭の開催(海岸
青少年会館）

0.41 一般

一般29
主催事業の開催（海
岸青少年会館）

1.62 39事業

Ｓ

10,507

9,361

Ｓ
1,035

1,010

308日（開館日数）

366日
(毎日）

308日（開館日数）

366日
(毎日）

Ｓ
2事業
（563人）

57事業
（31,003人）

2事業

Ｓ
会館管理業務委託
（海岸青少年会館）

● 0.51施設の良好な利用環境を維持する

28
その他会館運営の
ための管理業務（海
岸青少年会館）

● 2.36 一般

一般

安全な会館利用及び青少年の活動
拠点として施設管理をする

自治事務

27

25
その他会館運営の
ための管理事務（青
少年会館）

2.84

青少年育成のため青年・こども・親
子・一般市民・市民活動団体を対象
にした事業を開催する。

会館の安全な利用、維持管理、運営
を図るため社会教育嘱託員の任用
や夜間管理業務員を雇用する。

自治事務

●26
主催事業の開催（青
少年会館）

2.37 一般

一般 Ｓ

13,770

13,273

614

609

Ｓ
6,122

6,122

308日（開館日数）

78事業
（32,541人）

施設の良好な利用環境を維持する
ため館の内外における警備・清掃委
託、空調設備保守点検等を実施す
る。

開設

366日（毎日） 366日（毎日）

開設

Ｓ

308日（開館日数）

58事業

自治事務

Ｅ
0

0
23

(仮称）浜見平地区
複合施設整備事業
(青少年関連施設）

0.00
浜見平地区まちづくり計画におい
て、地域住民が有効に活用できる施
設を提供するため

年間12回年間12回

24
会館管理業務委託
（青少年会館）

● 0.40 一般

一般

青少年団体活動の支援のため22
各種協議会と青少年
対策に関する連絡調
整

0.65 一般自治事務 Ｓ
4,615

4,606

予算
決算



３　実施計画事業の総括評価

４　新たな行政改革重点推進事業
No. 取り組みの概要重点事項名

人工・事務事業費・事務事業指標達成度の結果にかかる分析

事務事業名

1 該当なし

   青少年課の第2次実施計画の事業数は、「災害応急活動」「庁内共通事務」を除き31事業である。これらを指標の達成
度及び事業の実施効果から見ると、もっとも多かったのは、「Ｓ」の26事業であり、以下「Ａ」2事業、「Ｂ」2事業、「Ｅ」1事業
となっている。　指標の達成状況に着目すると、80％以上達成できた事業が28事業、達成できなかったものは3事業であ
り、概ね順調に事業が実施できたと考えている。しかしながら、事務事業の成果指標として適当な代表指標が設定でき
たかに関しては議論の余地が残っていることから、今後の指標設定に当たっては、しっかりと事業の評価を判定できる代
表指標を設定する必要がある。　事業の成果に着目すると、成果があった事業が28事業、今後見込める事業が2事業で
ある。青少年課の事業は、数値だけで成果を判断することが難しい事業が多く、こうした評価にならざるを得ないが、各
事業ともしっかりとフォローしていく必要がある。
   育成担当の第2次実施計画の事業は、「ちがさきゆかりの宇宙飛行士関連事業」,「成人のつどい」、「自然体験教室」
等時間をかけることでその精度が上がるものがあることも事実である。関係団体を支援し、いかにして費用対効果の向
上、評価シートの見直し等、事務改善を図ることが重要となる。事業の水準を見極めるとともに、事業手法についても見
直しを行い、時間外勤務を縮減する必要がある。
　海岸青少年会館の第2次実施計画の事業は6事業である。各事業の指標の達成度及び事業の実施効果から見ると、
すべて評価は「Ｓ」である。成果がほぼ100％に達しているが、さらなる内容の充実に向けては、各事業を様々な角度か
ら見直していく必要がある。例えば、講座を実施するに当たり、企画段階から青少年に考えるきっかけづくりを行うこと
や、まつりやコンサートにおいてもより異年齢間の交流が持てるような支援を行うことなどである。このようにすることで、
青少年が自立し、自らが企画、運営もできるようになり、社会に出てからの力も育つだけでなく、少ない人数で協力しあっ
て、自主事業の実施ができるようになる。
   青少年会館の第2次実施計画の事業は、管理委託業務、その他の業務とも目標どおり実施され、自主事業開催は目
標値より20回上回る事業が展開出来た。


